
DW 16,000 ton ケミカルタンカー EEDI Phase3 船型開発 及び 機関室最適化設計

2023年度までの目標

【受付番号： 】 提案者代表：株式会社 臼杵造船所

EEDI Phase3 船型開発 及び
機関室最適化設計

設定根拠

近年のGHG対策として、2025年までに、EEDI Phase3を取得する
事が必須となっている。一方で、当社建造のDW16,000型につい
ては、抜本的な船型の変更と省エネ付加物との組み合わせによ
り運航効率とEEDI Phase3の両立が困難な状況。
また、Nox TⅢ対応により機関室の最適化設計が求められている
ため。

事業の概要

当社は、DW4,000 ～20,000 ton までの中小型のケミカルタン
カー建造を得意としており、本船種は運航の性質上高い推進性
能を有する必要がある。

一方で、EEDI規制が開始されたことで、2025年にはPhase 3の
船型である事が求められる。

とりわけ今回取り上げたDW16,000 ton型のケミカルタンカーは、
搭載可能な貨物量と、多くの港に入港が可能なサイズでるあるこ
とから、船主の建造ニーズは高い。

本事業では、先に挙げた本船型の航海速力を低下させることな
く、EEDI Phase 3達成可能な船型として開発する。

また、船型開発に伴う船尾形状の変更に付随して機関室の最
適化設計を合わせて行う。

年度毎概算経費

その他特筆すべき点

EEDI Phase３規制（２０２５年）の先取りを目指す。

事業スケジュール

2021年10月～2022年9月 2022年9月～2023年10月

30,800,000

（億円）

実施項目 2021.10
-

2022.9

2022.10
-

2023.9

新船型開発及び基本設計

水槽試験による検証

機関室最適化設計

※ 計画図



事業目的・目標及び設定根拠

① 当社は、ケミカルタンカーにおける中小型の船型を得意としており、とり

わけ今回取り上げたＤＷ１６，０００のサイズが様々な港に入港できる使
い勝手の良さから船主の建造意欲は高いので、市場のニーズに答える
形で本船型の目標をＥＥＤＩ Ｐｈａｓｅ３とする。

② ＮＯｘ ＴⅢ対応するため主機が大型化してしまうが、機関室内の配置等

を見直し最適化することで、広い動線を確保し、機関室内の安全性・メン
テナンス性向上を図る。
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（提案者代表：株式会社 臼杵造船所）



船舶の概要・特徴
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（提案者代表：株式会社 臼杵造船所）

既存船型 開発船型

載貨重量（トン） 約 16,000 約 16,000
液体貨物容積（㎥） 約17,500 約17,600

主寸法

LOA(全長) m 142.00m 141.00m
LPP(垂線長) m 134.00m 136.00m

B(幅) m 22.00m 22.60m
d(満載喫水) m 9.10m 8.90m

計画速力（ノット） 約 14.0 約 14.0
主機 MCO 4,440 kw × 152 rpm 4,000 kw × 153 rpm

既存船型 開発船型

【新船型の特徴】
船首部は、形状を工夫する事で、波浪中抵抗増加を抑える事が出来うる形状となった。

船尾部は、推進性向上は当然の事ながら、機関室床面積を広く既存船型よりも広く確
保する事が可能な形状となった。
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事業内容（船型改良経緯）

① 16Aによる計測・改良検討
（第1回：2022年1月下旬）
１６Aを基に船首部分を中心に
基に改1～改8まで行った。

② １６Bによる計測・改良検討
（第2回：3月上旬）
16Bを基に船首部分中心の改
良を改1～改8まで行った。

③ 16Cによる計測・改良検討
（第3回：4月中旬）
16Cを基に改1～改4まで行った。

既存船型

開発船型

上記画像は、社内での船型確認の際に用いた模型であり、３Dプリンターを
用いて出力を行った。（一番上段が既存船型、一番下段（水色）が開発船型）
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事業内容（推進性能向上）

既存船型と比較して、
同一出力における船
速は約0.2knot Up と
なり、出力で考えた
場合、約3～5 %の
出力削減に相当する。

EEDIについては、
Phase3を達成可能

であることが確認で
きた。
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事業内容（全体配置）
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事業内容（全体配置）

開発船型は、既存船型の経験値を基に船体浮心位置、軽荷重量・重心と、貨物タ
ンク等の各種タンクの配置を見直し、先に示した一般配置図を作製した。

また、基本設計（各種容積、復原性、損傷時復原性）を実施し、十分な値である事
が確認出来た。
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事業内容（安全運航の向上）

新建造の場合は、SCRの装備が
必須となる。
既存船型の場合はSCRを装備す

る事で、動線の確保が困難であっ
たが、開発船型では、SCRを装備

しつつも十分な動線を確保する事
が、可能であることがMachinery 
Arr.を作製する事で確認が出来た。

主機 SCR
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推進性能向上技術

高効率プロペラと以下に紹介する省エネデバイスを組み合わせる事で、
更なる推進性能の向上を図る事が可能であり、当社実績船にて確認済み



開発成果

• 目標値のＤＷ１６，０００を持ちつつ既存船以上の推進性を持ち、
EEDI Phase 3 を達成可能である船型を開発する事が出来た。

• 満載喫水を下げる事で更に運航の自由度が拡大
• 市場に存在する主機関搭載を主眼に置いているので、

速やかに市場への投入が行える。
• 全体の配置と機関室の最適化を図ることで乗組員の安全確保や作業性

の向上により、安定運航に寄与する事が確認出来た。
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